
2024年度

医療専門課程　昼間部 　
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分
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単位数
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業時数
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年間授
業時数

年間
単位数

人間と哲学 必修 講義 15 1 15 1

看護物理学 必修 講義 15 1 15 1

教育学 必修 講義 15 1 15 1 ○

文章表現総論 必修 講義 30 1 30 1 ○

情報リテラシーⅠ 必修 講義 30 1 30 1 ○

情報リテラシーⅡ 必修 講義 30 1 30 1 ○

情報リテラシーⅢ 必修 講義 15 1 15 1 ○

心理学概論（カウンセリング含む） 必修 講義 30 1 30 1 ○

発達心理学 必修 講義 15 1 15 1 ○

医療・看護の社会学 必修 講義 30 1 30 1

英 語Ⅰ 必修 講義 15 1 15 1 ○

英 語Ⅱ 必修 講義 15 1 15 1 ○

英 語Ⅲ 必修 講義 15 1 15 1 ○

人間関係論Ⅰ(コミュニケーション論) 必修 講義 15 1 15 1 ○ 　

人間関係論Ⅱ(マナー・ホスピタリティ) 必修 講義 15 1 15 1 ○

人間関係論Ⅲ(手話) 必修 講義 15 1 15 1 ○

255 12 60 4 0 0 315 16 13

解剖生理学Ⅰ 必修 講義 30 1 30 1

解剖生理学Ⅱ 必修 講義 30 1 30 1

解剖生理学Ⅲ 必修 講義 30 1 30 1 ○

形態機能学 必修 講義・演習 15 1 15 1 ○

生化学 必修 講義 30 1 30 1 ○ ☆

臨床栄養学 必修 講義 30 1 30 1 ○ 　

臨床薬理学Ⅰ 必修 講義 30 1 30 1 ○

臨床薬理学Ⅱ 必修 講義 15 1 15 1 ○

病理学 必修 講義 15 1 15 1

病原微生物学 必修 講義 30 1 30 1 ○

病態学Ⅰ（臨床検査） 必修 講義・演習 10 10 ○

病態学Ⅰ（放射線診療） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅰ（麻酔学） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅱ（皮膚） 必修 講義 7 7 ○

病態学Ⅱ（眼） 必修 講義 8 9 ○

病態学Ⅱ（耳鼻咽喉） 必修 講義 7 7 ○

病態学Ⅱ（歯・口腔） 必修 講義 8 7 ○

病態学Ⅲ（呼吸器） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅲ（循環器） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅲ（血液・造血器、免疫） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅳ（消化器） 必修 講義 21 21 ○

病態学Ⅳ（内分泌・糖代謝） 必修 講義 9 9 ○

病態学Ⅴ（運動器） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅴ（リハビリテーション） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅴ（脳神経） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅵ（腎・泌尿器） 必修 講義 10 10 ○

病態学Ⅵ（女性生殖器） 必修 講義 5 5 ○

社会福祉 必修 講義 30 2 30 2 ○ ☆

公衆衛生 必修 講義 30 2 30 2 ○ ☆

関係法規 必修 講義 15 1 15 1 ○

医療と倫理 必修 講義 15 1 15 1 ○

345 13 165 9 0 0 510 22 19

看護学概論 必修 講義 30 1 30 1 ○ ☆

看護研究Ⅰ 必修 講義 15 1 15 1 ○

看護研究Ⅱ 必修 講義 30 1 30 1 ○ 　

生活援助論Ⅰ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

生活援助論Ⅱ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

生活援助論Ⅲ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

共通基本技術 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○ 　

人間関係成立の技術 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

診療過程援助論 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

看護過程 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

ヘルスアセスメント 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

臨床看護総論 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

270 9 45 2 30 1 345 12 12

概論Ⅰ 必修 講義 15 1 15 1 ○ 　

概論Ⅱ 必修 講義 30 1 30 1 ○

方法論Ⅰ 必修 講義・演習 15 1 15 1 ○

方法論Ⅱ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○ ☆

方法論Ⅲ 必修 講義 30 1 30 1 ○

方法論Ⅳ 必修 講義 30 1 30 1 ○

15 1 75 3 60 2 150 6 6

概論 必修 講義 30 1 30 1 ○

方法論Ⅰ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○ 　

方法論Ⅱ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

方法論Ⅲ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○ 　

方法論Ⅳ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○
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科学的思考の基盤

人間と生活･社会の理解
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人体の構造と機能

疾病の成り立ちと回
復の促進

健康支援と
社会保障制度
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学則に定める授業科目
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選択
の別

年間授
業時数
合計

指定規則に定めるカリキュラム

形態

第1学年 第2学年 第3学年

地域・在宅看護論

基礎看護学　

小　計

小　計

成人看護学
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実務教
員によ
る授業

シラバ
ス添付

別紙1-13
教育課程及び授業時数

看護学科 【単位制】

単位数
合計



方法論Ⅴ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○ ☆

30 1 150 5 0 0 180 6 6

概論Ⅰ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

概論Ⅱ 必修 講義 15 1 15 1 ○

方法論Ⅰ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

方法論Ⅱ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

30 1 75 3 0 0 105 4 4

概論Ⅰ 必修 講義 30 1 30 1 ○  

概論Ⅱ 必修 講義 15 1 15 1 ○

方法論Ⅰ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○ 　

方法論Ⅱ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○ ☆

30 1 75 3 0 0 105 4 4

概論Ⅰ 必修 講義 30 1 30 1 ○

概論Ⅱ 必修 講義 15 1 15 1 ○

方法論Ⅰ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

方法論Ⅱ 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○ ☆

30 1 75 3 0 0 105 4 4

概論Ⅰ 必修 講義 30 1 30 1 ○

概論Ⅱ 必修 講義 15 1 15 1 ○

方法論Ⅰ 必修 講義 30 1 30 1 ○

方法論Ⅱ 必修 講義 30 1 30 1 ○

0 0 105 4 0 0 105 4 4

看護マネジメント 必修 講義 15 1 15 1 ○

医療安全 必修 講義 15 1 15 1 ○

国際看護・災害看護 必修 講義・演習 30 1 30 1 ○

技術統合（多職種連携含む） 必修 講義・演習 45 2 45 2 ○

0 0 45 2 60 3 105 5 5

基礎看護学実習Ⅰ 必修 実習 45 1 45 1 ○

基礎看護学実習Ⅱ 必修 実習 90 2 90 2 ○

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論実習 必修 実習 45 1 45 1 90 2 ○

成人看護学実習Ⅰ 必修 実習 90 2 90 2 ○

成人看護学実習Ⅱ 必修 実習 90 2 90 2 ○

成人看護学実習Ⅲ 必修 実習 90 2 90 2 ○

老年看護学実習Ⅰ 必修 実習 90 2 90 2 ○

老年看護学実習Ⅱ 必修 実習 90 2 90 2 ○

小児看護学 小児看護学実習 必修 実習 90 2 90 2 ○

母性看護学  母性看護学実習 必修 実習 90 2 90 2 ○

精神看護学 精神看護学実習 必修 実習 90 2 90 2 ○

看護の統合と実践 看護の統合と実践実習 必修 実習 90 2 90 2 ○

135 3 225 5 675 15 1,035 23 23
1,140 42 1,095 43 825 21 3,060 106 100  

※学年表示は、単位履修標準年次を想定するものとする

小　計

看護の統合と実践

母性看護学

小　計

精神看護学

小　計

成人看護学

10643 21履修上限単位数 42
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